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忍
頂
寺
文
庫
@
小
野
文
庫
の
研
究

!こ
O
O九
年
度
|

告反

A，、.
局

羊こJ
l

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
共
同
研
究
(
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
連
携
事
業
「
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
の
研
究
」
の
研
究
成
果
報
告
書
を
刊
行
す
る
。

昨
年
度
ま
で
、
本
事
業
は
、
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
共
同
研
究
の
公
募
に
応
募
し
、
採
用
さ
れ
る
形
で
予
算
を
獲
得
し
て
き
た
が
、
本
年
度
か
ら
は
、
研
究
科
長

裁
量
経
費
の
ひ
と
つ
と
し
て
公
募
以
外
の
枠
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
本
年
度
は
四
O
万
円
)
。
本
研
究
連
携
は
二

O
一0
年
度
ま
で
で
あ
り
、
最
終
的
な
ま

と
め
を
見
据
え
た
形
で
進
め
て
い
る
。
以
下
簡
単
に
本
年
度
の
研
究
状
況
を
記
し
て
お
き
た
い
。

本
年
度
の
研
究
自
的
に
は
、

-
忍
頂
寺
文
産
の
目
録
の
デ
l
タ
採
取
を
含
む
文
庫
所
蔵
文
献
の
書
誌
学
的
・
文
献
学
的
研
究

2

忍
頂
寺
務
先
書
簡
の
研
究

3

忍
頭
寺
文
庫
所
蔵
の
文
献
の
蔵
書
印
の
研
究

4

忍
頂
寺
文
庫
自
録
の
完
成

5

酒
落
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
点
検
と
公
開

6

一一0
0
1年
度
以
来
の
本
共
同
研
究
報
告
書
の
P
D
F
化
と
ホ
i
ム。へ

l
ジ
公
開

を
掲
げ
、
ほ
ぼ
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
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本
研
究
の
打
ち
合
わ
せ
ば
七
月
十

自
に
開
催
し
た
0

4
に
つ
い
て
は
、
デ
l
タ
採
取
に
基
づ
き
、
チ
ェ
ッ
ク
年
宋
を
進
め
る
過
程
で
、
未
採
取
の
資
料
が
発
見

さ
れ
た
た
め
、
完
成
が
避
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
忍
頂
寺
文
庫
目
録
の
刊
行
に
つ
い
て
は
、
、
大
阪
大
学
附
属
臨
書
館
の
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
来
年

度
中
に
刊
行
さ
れ
る
。
目
録
の
デ
i
タ
に
よ
る
提
供
は
、
図
書
館
と
も
相
談
す
る
が
、
目
録
刊
行
後
と
な
る
だ
ろ
う
。

二
O
O八
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
国
文
学
研
究
資
料
館
公
募
研
究
「
近
世
風
俗
文
化
学
の
形
成
|
忍
瑛
寺
務
草
稿
お
よ
び
旧
蔵
書
と
そ
の
罵
、
堪
|
」
(
代
表

者
飯
倉
洋
一
)
と
い
う
共
同
研
究
は
、
本
研
究
と
密
接
工
関
係
を
保
ち
つ
つ
進
め
て
い
る
。
前
回
の
報
告
書
に
は
記
せ
な
か
っ
た
が
、
二

O
O九
年
三
丹
六
日
に

は
、
公
募
研
究
と
の
共
催
で
、
肥
田
階
三
先
生
の
「
忍
頂
寺
務
の
著
作
を
集
め
る
」
と
い
う
講
演
会
を
開
催
し
た
(
大
阪
大
学
総
合
営
権
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー
室
)
。
こ

れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
肥
田
先
生
の
ご
蔵
書
で
あ
る
忍
頂
寺
務
著
の
吋
潮
来
舟
』
お
よ
び
、
務
自
身
が
刊
行
し
た
雑
誌
『
延
寿
清
叫
巴
な
ど
務
が
関
わ
っ
た
雑

誌
を
大
阪
大
学
に
ご
寄
贈
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
稀
観
書
で
あ
り
、
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

以
下
、
ニ

O
O九
年
度
の
研
究
実
績
お
よ
び
進
捗
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

巨
録
調
査
は
、
飯
倉
洋
一
と
、
浜
田
泰
彦
氏
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
院
生
が
、
未
採
取
の
音
曲
関
係
書
を
調
査
し
、
幸
一
一
基
一
両
ヂ
l
タ
を
採
取
し
た
。
デ
ー
タ
を
刊
行

時
に
ど
の
よ
う
な
書
式
に
す
る
か
も
決
定
し
た
。
デ
!
タ
の
チ
ェ
ッ
ク
が
思
う
よ
う
に
捗
っ
て
い
な
い
が
、
来
年
度
早
々
に
は
終
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
調

査
の
成
果
の
…
端
と
し
て
、
五
月
一
日
・
二
日
、
大
阪
大
学
い
ち
ょ
う
祭
展
示
会
(
於
大
阪
大
学
附
罵
図
書
館
)
に
、
報
告
書
3
で
紹
介
し
た
忍
頂
寺
文
庫
所
蔵
薄

物
唄
本
「
尽
く
し
物
」
十
四
点
と
、
関
連
す
る
忍
漬
寺
務
の
草
稿
三
点
を
展
示
し
た
。
草
稿
の
方
は
報
告
書
で
の
紹
介
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
転
載

8 

し
て
お
く
。

3
8
7
・
3
8
8
)
3
8
7
は
富
一
一
十
五
枚
の
原
稿
、

3
8
8
は
七
十
八
枚
の
原
椅
忍
頂
一
寺
務
昼
準
。
出
容
。
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
ヲ
詩
歌
詞
警

説
』
の
原
稿
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
た
も
の
が
、
一
部
貸
し
出
さ
れ
た
後
、
二
つ
に
分
か
れ
て
襲
官
c
れ
て
い
た
も
の
。
全
部
で
こ
十
編
あ
り
、
「
ゑ
び
ゃ
節
に
つ
い
て
」
「
大
阪
に
於
け
る
兵

庫
口
説
に
つ
い
て
」
ほ
か
十
三
編
が
3
8
7、
「
兵
庫
口
説
余
録
」
「
都
々
一
節
」
ほ
か
七
編
が
3
8
8
に
収
め
ら
れ
る
。
務
は
自
ら
の
蔵
官
官
を
用
い
て
、
こ
れ
ら
の
論
文
を
雑
誌
に
発
表
、
そ

れ
を
昭
和
二
十
一
一
年
ご
ろ
に
中
村
空
彦
の
仲
介
で
出
版
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
企
闘
は
瓶
一
万
の
事
情
で
中
絶
し
た
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
は
、
第
一
次
の
草
稿
が
所
啓
c
れ
る
。
こ

れ
に
中
村
童
彦
が
依
頼
し
た
追
加
稿
を
合
わ
せ
た
の
が
、
展
示
し
て
い
る
『
近
代
歌
謡
考
説
』
(
第
二
次
草
稿
)
で
あ
る
。
三
田
村
滞
魚
の
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

司
近
代
歌
謡
考
説
草
奮

(
小
野
文
庫



は
や
り
音
頭
兵
庫
ぶ
し
(
小
野
文
庫
3
7
3
)
半
紙
本
写
本
一
冊
。
袋
綴
じ
。
忍
頂
寺
務
自
筆
。
兵
庫
ぶ
し
の

g
録
お
よ
び
詞
章
を
集
成
し
た
も
の
。
二
郎
字
×
一
一

O
行
の
茶
罫
原
稿
用
紙
に
ベ

ン
竜
初
丁
は
表
紙
で
「
兵
庫
ぶ
し
目
録
」
(
「
昭
和
六
年
七
月
調
査
」
と
添
書
あ
り
)
と
し
て
、
四
十
一
曲
を
掲
げ
る
。
図
録
の
所
撃
句
項
目
に
よ
り
、
太
田
文
庫
、
禾
舟
文
庫
・
静
村
文
庫
・

山
村
文
庫
の
調
査
内
容
と
知
ら
れ
る
。
「
石
と
う
丸
な
み
た
の
花
か
こ
」
「
お
い
そ
庄
兵
衛
」
な
ど
所
収
。

〔
兵
庫
く
ど
き
〕
(
小
野
文
庫
3
7
4
)
半
紙
本
写
本
一
冊
ι

袋
綴
じ
。
忍
頂
寺
務
自
筆
。
兵
庫
ぶ
し
の
詞
章
と
目
録
。
二
郎
字
×
一
一

Q
字
の
緑
罫
原
稿
用
紙
(
中
央
下
に
「
忍
頂
点
寸
務
」
と
印
刷

さ
れ
る
)
に
墨
書

u

題
社
三
十
六
丁
半
勺
「
愛
護
稚
名
歌
勝
関
ひ
ず
フ
ご
く
ど
き
は
や
り
お
ん
ど
枕
づ
く
し
」
「
防
波
の
十
郎
兵
衛
新
ば
ん
は
や
り
お
ん
ど
く
ま
の
ふ
し
」
な
ど
の
謂
章
写

し
。
各
幽
末
に
務
の
註
記
が
あ
る
。
巻
末
の
「
兵
庫
く
ど
き
図
録
い
は
「
山
村
太
郎
氏
作
成
の
も
の
に
些
か
補
遺
し
た
る
」
も
の
と
い
三
-
務
に
よ
る
分
類
と
自
録
掲
載
数
を
示
せ
ば
、
「
節
の
名

を
記
さ
ぬ
も
の
」
三
士
二
曲
、
「
熊
野
節
」
六
十
七
曲
、
「
甚
九
節
」
十
六
曲
、
「
早
口
う
た
せ
」
十
八
曲
、
「
兵
庫
節
」

一出。

ま
た
、
調
査
の
成
果
の
一
端
と
し
て
、
本
報
告
書
に
、

一
荷
堂
半
水
の
俗
謡
本
の
紹
介
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
ら
は
二

O
一
O
年
の
い
ち
ょ
う
祭
で
展
示
予
定
で
あ

る
内
田
宗
一
氏
に
は
何
度
も
阪
大
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
忍
頂
寺
務
宛
書
簡
リ
ス
ト
作
成
の
た
め
の
基
礎
調
査
が
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
。
本
予
算
か
ら
出
張
費

を
出
せ
ず
、
学
会
等
に
合
わ
せ
て
日
程
を
組
ん
で
い
た
だ
く
な
ど
の
ご
苦
労
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
熱
意
に
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。

青
田
寿
美
氏
の
蔵
幸
一
宮
町
一
調
査
も
忍
頂
寺
文
庫
の
分
は
終
了
、
小
野
文
庫
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
る
。

正
木
ゆ
み
・
川
端
咲
子
両
氏
に
よ
る
忍
頂
寺
文
庫
所
蔵
の
『
仮
手
本
忠
臣
蔵
』
の
注
釈
は
、
本
書
に
そ
の
前
半
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

塑
洛
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
伊
喜
一
¥
者
巧
巧
・
宮
・
0mm}自
己
・
告
な
¥
止
E
g
h
L
M
H
ι
4
r
c
g
¥司
ω
H
O
Eロ
・
宮
昆
)
で
現
主
五
作
品
の
翻
字

字、テ
i
夕
、
解
釈
デ
ー
タ
・
画
像
テ
i
タ
(
大
阪
大
学
総
合
掌
術
博
物
館
統
合
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
忍
頂
寺
文
鹿
沼
落
本
」
に
リ
ン
ク
)
公
開
を
し
て
い
る
が
、

今
年
広
中
に
十
二
作
品
に
拡
大
す
る
予
定
で
あ
る
。

9 

共
開
研
究
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
伊
け
咳
¥
言
語
巧
・

Ha・2
m
g
d
-常
・
甘
主
昨
日
mbLMM4ρ
社

i
o
g
E
-
r
M
-
E
B
M
)
に
は
、
現
在
、
内
忍
頂
寺
文
雄
・
小
野
文
庫
の
研
究
h

第
五
万
・
第
二
号

(
P
D
F
文
書
)
、
『
小
野
文
庫
目
録
』
・
酒
落
本
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

な
お
前
掲
の
国
文
学
研
究
資
料
館
公
募
研
究
「
近
世
風
俗
文
化
学
の
形
平
患
頂
寺
務
草
稿
お
よ
び
出
蔵
書
と
そ
の
周
弔
|
」
で
も
、
重
要
な
進
展
が
あ
っ
た
。

一一

O
O九
年
三
月
八
日
の
淡
路
島
に
お
け
る
引
接
寺
・
忍
頭
寺
家
墓
所
・
淡
路
文
化
史
料
館
で
の
調
査
を
契
機
と
し
て
、
九
月
六
日
の
研
究
会
で
は
、
忍
頂
一
寺
務
嫡



男
で
実
孫
の
忍
頂
寺
晃
嗣
氏
(
仙
台
市
在
住
)
を
お
招
き
し
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
忍
頂
寺
家
の
家
系
や
忍
頂
寺
務
の
出
自
が
明
確
に
な
っ
た
。
そ
の
席
上
で
、

御
自
宅
に
保
管
さ
れ
る
資
料
若
干
を
持
参
さ
れ
た
が
、
務
の
俳
号
や
俳
歴
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
重
要
な
事
実
が
多
く
明
ら
か
に
な
っ
た
。
閤
文
学
研
究
資
料
館

で
は
晃
樹
氏
の
ご
許
可
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
撮
影
・
調
査
し
、
十
二
月
二
十
六
日
に
ご
自
宅
ま
で
お
返
し
に
伺
っ
た
。
こ
の
時
、
他
に
も
資
料
が
あ
る
と
い

う
の
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
忍
頂
寺
家
の
系
図
、
忍
頂
寺
家
代
々
の
事
蹟
(
務
筆
)
、
務
草
稿
な
ど
、
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
が
次
々
に
出
現
し
、
共
同
研

究
の
延
長
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
研
究
会
も
公
募
研
究
と
連
動
す
る
形
で
行
っ
て
い
る
。
九
月
五
日
(
於
国
文
学
研
究
資
料
館
)
の
研
究
会
で
は
、
尾
崎
千
一
佳
氏
が
「
忍
環
寺
務
と
高
田
蝶
衣
」
、

青
田
寿
美
誌
が
「
鳶
魚
と
忍
頂
寺
務

γ西
鶴
輪
講
・
江
戸
語
藁
を
め
ぐ
る
問
題
系
|
」
を
発
表
し
た
。
青
田
氏
の
発
表
は
本
報
告
書
に
掲
撃
。
れ
る
。
三
月
士
一
一
日

(
於
大
抜
大
学
)
に
予
定
さ
れ
て
い
る
研
究
会
で
は
、
…
福
田
安
典
氏
・
浜
田
泰
彦
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
す
る
。
そ
の
他
の
共
同
研
究
員
も
、
着
々
と
調
査
研
究
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
共
同
研
究
の
研
究
員
で
は
な
い
が
、
本
学
の
日
本
文
学
・
国
語
学
の
院
生
諸
氏
に
多
大
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
深
謝
申
し
上
げ
る
。

10 

(二
O

O
年
一
ニ
月

日
記
)




